
草津市立
水生植物公園
みずの森
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無料

世界に一つだけの作品を作ろう！

有料

貴重な青花紙を使ってみよう！

内)



遊
遊ぶ・体験する

楽
聴く・観る

雑貨や小物にも大人気！
世界に一つだけの特別なストラップを作ろう！

） 綺麗な
青色を
塗って
みよう！

※参加費 １００円

心癒される十七絃筝のやさしい音色と共に
あおばなについての語りを聞こう♪

あおばなイメージソングもお楽しみに！

あおばなストラップつくり うちわ塗り絵体験

十七絃箏×語り

おいらも会場を盛り
あげるたび！！

9:45～ 十七弦箏演奏

10:30～ あおばな講演

11:20～ GINLALA

スペシャルライブ

無料

麻植美弥子様
演奏

語り

GUEST

暑い夏に
ピッタリ！

GINLALAスペシャルライブ

（なくなり次第終了）

先着１２０名！（なくなり次第終了）

先着１２０名！

麻植理恵子様

あおばなってなあに？

草津市の花として親しまれている市の花
「アオバナ」。
つゆくさの仲間であるあおばなは毎年７月～
８月の最も暑い時期にきれいな青色の花を咲
かせるんだ！
このあおばなは、なんと江戸時代から草津
で栽培されてきた花。主に「青花紙」の
原料として使用するために作られて

きたんだよ。

「青花紙」としての伝統

「青花紙」とは、あおばなの花弁から
搾った汁を和紙に何度も塗り乾かし、
色素を定着させたもの。
あおばなの色素は、
水に溶けやすい性質を持っているから、
江戸時代から「青花紙」として友禅染や
絞染の下絵描きに絵の具として使用され、
着物などの日本の伝統文化を支えてきたんだ。
現在は、着物の需要の減少や化学染料の
登場、生産農家の高齢化などにより、
存続が難しくなってきているんだよ。

新たなる活用！

近年、食用として
注目されているあおばな。

あおばなを粉末加工し、お茶やクッキー
をはじめとした、さまざまな食用製品に
活用されているんだ。
道の駅草津や草津あおばな館など
身近な場所でも販売されているから、
是非食べてみてね！


